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序文

財団法人山武郡市文化財センターは，山武郡内における埋蔵文化財の調

査研究，地域住民の文化財保護思想のj函養と普及などを主な目的として昭

和59年に設置され，以来.数多くの遺跡、の発掘調査を実施し，その成果と

して多数の発掘調査報告書を刊行してきました。

このたび，山武郡市文化財センタ一発掘調査報告書第103集として. IC 

周辺整備事業に伴って実施した，中島遺跡 ( 1952-2地点) の発掘調査報

告書を刊行する運びとなりました。

今回の調査では，縄文時代や奈良 ・ 平安時代の遺構 ・ 遺物が幅広く出土

しました。 特に奈良・平安時代における大規模な畠跡の検出は，近接する

芝崎遺跡と共に県内はもとより南関東を代表する発見例となり，奈良・平

安時代の空間利用のあり方や農業の実体を明らかにする上で貴重な成果を

得ることができました。

刊行にあたり，この報告書が学術資料として，また埋蔵文化財保護活動

の一環として広く活用されることを願っております。

終わりに，調査に際し，ご指導，ご協力をいただきました横芝光町，千

葉県教育庁教育振興部文化財課，横芝光町教育委員会をはじめ， 関係機関

並びに関係各位に対して.心から感謝申し上げます。

平成20年 3 月

財団法人山武郡市文化財セ ンタ ー

理事長 石井利夫

司司
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例 言

l 本書は，横芝光町による IC周辺整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査の報告密である。

2 本舎に所収される内容は 千葉県山武郡横芝光町大字芝崎字中島1952-2番地ほかに所在する 中島遺

跡 (1952-2地点) の発掘調査の成果である 。

3 本遺跡は 過去 2 回にわたり発掘調査が実施されており 過去の調査地点との混同を避けるため上記の

ごとく番地を入れることによって，今回の発掘調査地点を明確にした。

4 本舎で使用した座標及びグリ ッ ドは，隣接地で財団法人京総文化財センターが発掘調査を実施した時の

呼称を使用した。

5 発掘調査及び整理作業・報告書刊行は。横芝光町の委託に恭づき，千葉県教育庁教育振興部文化財課及

ぴ横芝光町教育委員会の指導のもと財団法人山武郡市文化財センターが次のとおり実施した。

本調査期間 平成18年 10月 10日~平成18年12月 14 日

整理作業期間平成19年10月 1 日~平成20年 3 月 7 日

6 本遺跡では。千葉県教育庁教育振興部文化財課及び横芝光町教育委員会の指導により，東西の隣接部分

で本調査が行われているため.確認調査を省略し本調査からの実施となった。 本調査は調査課長島立桂

の指導のもと 鯛査研究員田中万皇子が担当 し 整理 ・ 報告岱作成は。調査課長大谷弘幸が行った。

7 出土遺物.図而等の記録類は.財団法人山武郡市文化財センターが保管している。

8 本書第 1 図に使用した地形図は国土地理院発行の 2 万 5 千分の l 地形図 『多古H八日市場H成東H木

戸』 の一部に加mしたものを使用した。

9 本啓図版 1 に使用したものは京葉測位株式会社の提供によるものを使用した ( 1昭和59年 l 月撮影) 。

10 発掘調査から報告骨の刊行に至るまで 下記の諸機関・諸氏からご指導・ご協力を賜った。 ここに記し

て謝意を表します。

千葉県教育庁教育振興部文化財課。横芝光町教育委員会.横芝光町。天野努，稲見英輔

凡例

l 本書で用いた遺構配置図は，公共座標を基準として作成し.方位は全て座標北を示す。

2 遺構番号は調査時のものを用い1 遊惰抑図中の水糸レベルの数値は。標高値を示す。

3 計測値の ( ) 内は推定数値を ( ) 内は残存数値を示す。
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第 1 章 調査に至る経緯と歴史的環境

第 l 節発掘調査に至る経緯

光町では，千葉県匝瑳郡光町芝崎字中島1952-2他に I C周辺整備事業を剖画L..光町教育委員会教育長

に対し 平成17年 9 月 28日付けで「埋蔵文化財の所在の有無及びその取り扱いについて (照会)J が提出さ

れた。

光町教育委員会は，照会地に周知の埋蔵文化財包蔵地が所在する旨の回答を平成17年!o月 U 日付けで行っ

た。 これに基づいて横芝光町教育委只会。横芝光町 (平成18年合併により横芝光町となる)とのこ者で協議

が重ねられた結果，当該地域について発掘調査を実施することになっ た。 なお.当該地域の東西隣接地にお

いて。すでに本調査が笑施され多数の遺構が検出されていることから。当該地域においても同様遺備の検出

が予想された。 このため確認調査は実施せずに本翻査のみ行うこととなった。

発掘調査は，横芝光町教育委員会の指導のもと.財団法人山武1崎市文化財センターが実施することとなり，

横芝光町と鹿蔵文化財発楓調査に関する業務の委託契約を締結した。

本調査は1.416rrlを対象として.平成18年10月 10日に開始し平成18年12月 14 日に終了した。

第 2 節遺跡の位置と環境

中島遺跡(1952- 2地点) は。千葉県山武郡横芝光町芝崎字中島1952-2他に所在している。

本遺跡の所在する横芝光町は千葉県の北東部で， 山武郡最北端に位位し 町域は東西約 5km 南北約14km

面積は67knlを測り。人口約27∞0人世帯数は約9.200戸 (平成 19i!" 4 月現在) を擁する 。

横芝光町は北を匝瑳市.南を山武市， 西を芝山町 多古町にそれぞれ接している。 町域の中心部を栗山川

が北西ー南東方向に流下し北西部には下総台地に属する森林 ・ 畑地帯が東部には九十九里平野の水団地

帯が広がっている。 また，北西部の台地は栗山川およびその支流による浸食を受けI 幾筋もの谷が複雑に入

り組んでいる。 近年 銚子連絡道路や周辺の道路整備が進められ 成田空港に近い立地条件から吏なる発展

が予想される。

中島遺跡(1952 -2地点) は栗山川が九十九里平野へと抜ける 架山川左岸の砂帯上に立地している。 遺

跡の所在する砂帯は東西5oom. 南北60mの細長い形状を呈しており。周囲を水田によって取り阻まれ.将

にぬのような景観を示している。 この砂帯は九十九里平野に形成された砂丘列の再奥部に位置し その形成

も最も古いものと考えられる。 標高は4.5m前後である 。

中向遺跡ではこれま でに， 財団法人束総文化財センターと当文化財センターが翻査を実施している。 平成

13年 2 月~平成17年 3 月まで財団法人東総文化財セ ンタ ーが8.5∞ rrl を対象に発掘調査を行い 奈良 ・平安

時代の割目立柱建物群や中世の居館跡を検出し 平成18年 1 月 - 2 月まで当文化財センターが590ぱの調査を

行い， 奈良 平安時代の自跡などを検出している。 今回の調査而稲1.416rrlを加えると中烏遺跡の総調査面

積は10.506rrl となり 中島遺跡全体の 8 割近くを調査したこととなる(第 2 図)。

本遺跡の周辺では.国道126号線山武東総道路関連事業において.中島遺跡と同様な低地部に立地する砂

丘帯上の遺跡が調査されている。 中山遺跡から lkmほど西に位置する芝崎遺跡 ( 2 ) と古川新田低地遺跡 ( 3 )

では 純文時代後期加凶利 B式を中心とする縄文土器と石器 奈良・平安時代の竪穴住居跡・掘立柱建物跡・

畠跡中世の掘立柱建物跡が検出されている。 また，南西3∞mlこ所在する三反田遺跡 ( 4 ) 弥平野遺跡 (5 )

l 
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第 2 章検出された遺構と遺物

第 1節縄文時代

純文時代の遺構は検出されなかったが 奈良 ・ 平安時代の遺構覆土中やグリッド内の遺物として縄文土器

が約50点出土した。 いずれも小破片で，全体の器形を復元できるものはなく。図示可能な ものは15点にとど

ま っ た。 出土位世は12G - 12 -3グリッドを中心とした遺構 ・ グ リ ッ ト・からの出土が多かっ た。

出土した純文土器は すべて縄文時代後期の堀之内式から加曽利B式の範略で捉えられるもので，器種は

粗製の深鉢であった (第 6 図 ) 0 1 から 5 は縄文を地文とした上に細い条線を施したものである。 1 と 2 は

同一個体で単節LRの地文に 5 本単位の条線が上位から下位に向かつて施されている。 胎土には粗い白色砂

粒子を多く含んでいる。 なお. 1 は深鉢胴中位から下位の破片で外面下部にはススの付着が認められる。 3

と 4 も同一個体と思われる。 縄文の地文の上に 4-5本単位の条線が施されている。 胎土には白色砂粒子を

多く含んでいる。 4 は口縁部片で口唇端部はつまみ上げたように尖っている。 5 も縄文を地文として 4 本単

位の条線を施している。 6 は波状をなす口縁の一部である 。 下部の破断面には粘土接合痕が明瞭に認められ

る。 7 は深鉢胴上位の破片で上部に 2 条の沈線が巡っ ている 。 8 から 10は沈線のみが施されているものであ

る。 8 と 9 は深鉢胴上位の屈曲部の破片である。 破片上位には横方向の 下位には斜め方向の沈線が施され

ている 。 10は深鉢胴下位の破片で上から下に向かつて数本のit線がみられる。 なお。いずれも胎土中に白色

砂粒子と緑色砂粒子を多く含む。 また 表面の摩耗も著しい。 11は数本の沈線の上に縦方向の紐線文を伴う 。

12の地文は不明であるが.横方向の紐線文がみられる。 深鉢胴上位の破片である。 13から 15は縄文のみが施

されているものである 。 13は口縁部で口唇端部は丸みをも っ ている。 14 と 15は同一個体であろう 。 15は胴中

位の。 14は胴下位の破片である。
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第 2節奈良 ・ 平安時代以降

奈良・平安時代以降の検出遺構は， 土坑10基，畠跡 7 か所，溝10条，ピット 91]1条である。 なお. 講につ

いては規模・形態から 調査時点において溝と畝状遺構を分けて遺構番号を付けたが，畠跡に伴う可能性が

高い講とピット列は畠跡と一括して記述することとした。 また，遺構番号については混乱を避けるために調

査時に使用したものをそのまま用いた。 遺物では古墳時代から近世に至るまで様々なものが出土しているが，

弥生土器の出土は認められなかった。 また 遺物としては古墳時代のものが出土しているが，遺構は確認さ

れなかっ た。

1 土坑

土坑は10基検出され。平面形態はすべて円形を呈するものであった。 断面形態をみると浅い血状を呈する

もの (D-∞1.∞2. ∞3. ∞7. ∞8. ∞9. 010) と漏斗状をなすもの (D-∞4. ∞5. ∞6) に大別するこ

とができる。 検出位置としては.断面がj属斗状をなすものは砂丘帝南縁辺部の低地部分に近いところから列

をなして検出されるのに対して1 皿状をなすものは砂丘帯中央部の比較的標高が高い部分から検出されてお

り，両者の聞に機能的な違いがあったことを示している。

D-OOl (第 8 図。図版 2 )

位置: 12G -12 -3 

重複関係単独

主軸方向 N-600 -w 

規模と平面形 0.76m x O.64mの円形である。 深さは不明である。

壁外傾しながら緩やかに立ち上がる。

底面 。 皿状に窪んだ円形と想定される。

覆土暗褐色土

遺物なし

所見 本跡は浅 く 遺存状態も不良であり.覆土の堆積状況も不明である。 土坑の性格も判然としない。 近接

する D ∞2と形態等も似ていることから 同時期 ・ 向性格のものであろうか。

D-002 (第 8 図。図版 2 )

位置 12G-12-3 

重複関係単独

主軸方向 N -60 - W 

規模と平面形 l.08m x 1 ∞mの円形である。 深さは不明である 。

壁外傾しながら緩やかに立ち上がる。

底面ー皿状に窪んだ円形と想定される。

覆土暗褐色土

遺物なし

所見 本跡は浅く遺存状態も不良であり 覆土の堆積状況も不明である。 土坑の性格も判然としない。 近接

する D -∞l と形態等も似ていることから!同時期 ・向性格のものであろうか。

9 
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D-003 (第 8 図.図版 3 )

位置 12G-12-3 

重複関係 u-∞5. U 一∞6よりも新しい

主軸方向 N -25・ - w

規模と平面形 2.34 m x 1.84 mの楕円形である。 深さはIOcmである 。

壁外傾しながら緩やかに立ち上がる。

底面 I 皿状に窪んだ円形である。

覆土 日音褐色土

遺物なし

所見。 u-∞6は畠跡 2 に属し U ∞5は畠跡 3 に属している畝状遺構である。 本土坑はこれらよりも新し

いものであると考えられる。 詳細な時期や性格については不明である。

D-004 (第 9図第 1表図版 3 )

位置。 12G-12-5 

重複関係 U - 039よりも新し く。 M 一∞3よりも古い

主軸方向 N -25・ W 

規模と平面形 2.92 m x 2.52 mの楕円形である。 深さは78c皿である 。

壁 外傾しながら大きく立ち上がる。

底面 漏斗状に窪んだ円形である。

覆土 上層部は黒色土.下層部は灰黒色土からなり.堆積状況はレンズ状を呈している。

遺物 遺構中心部分の覆土中層から下層にかけてまとま っ て出土した。

l と 2 は灰軸陶器の長頚歪である。 2 の肩部から胴上位にかけて灰粕が施されてドる。 3 から 10まで

は土師器杯である。 3 の底部内面には 「子口」 の掛舎があり，底部外面にも墨痕が認められる。 これら

はほかの遺物との関連から 「子山」と替かれていたものと考えられる。 また 底部中央が欠失し破断

面が謄滅していることから打ち欠き行為が行われていた可能性がある。 4 の底部内外商にも「子山」 の

曇瞥がある 。 口縁部の両端に打ち欠きがあり。破断面は磨滅している。 5 では胴部外面 2 か所に 「小川」

の遺書が， 底部外商に「億」と息われる文字が脅かれている。 6 の底部内外面には「公」 の文字を四角

で囲ったものがみられる。 7 の底部外商にも 「子山」の盤舎がある 。 本跡から出土した昼舎土器では「子

山」が最も多いが。 以前行っ た調査においても 「子山」墨書が出土しており.今回のものを含め中島遺

跡から合計 4 点の「子山」 墨書土器が出土したことになる。 また.これらは筆使いから同一人物によ っ

て普かれた可能性が高い。 このほか 7 は高台付の杯で. 7. 9 ・ 10には内面に黒色処理が施されている。

11は須恵器受口縁部で. 12は小型の土師器受である。 本跡で出土した遺物は遺構覆土中層から下層にか

けてまとま って出土したもので， 一括して投棄されたものといえる。 同一筆致の墨書の存在や打ち欠き

痕跡の存在から。何らかの行為が行われた後まとめて投棄された可能性が高い。

所見 遺構の検出位置が砂丘帯縁辺部の低地部に近いところであること ， 断面形態が漏斗状をなすことから.

本跡は井戸であった可能性が高い。 出土遺物に曇替土器や口縁部・底部打ち欠き土器などがまとまって

出土したことも注目される。 遺構の時期は槻ね 9 世紀後半と推定される。 なお，本跡よりも古いu-

039は畠跡 2 に属し本跡より新しいM-∞3は中世の所産と考えられる。

11 
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D-005 (第 10図.第 1 表.図版 4 )

位置 12G-12-3 

重複関係 U -051 よりも古い

主軸方向: N-I・ -w

規模と平面形 2.96m x 2.82mの円形である。 深さは94cmである 。

壁外傾しながら大きく立ち上がる。

底面 漏斗状に箆んだ円形である 。

覆土黒褐色土からなり 堆積状況はレンズ状を呈している。

遺物・覆土内から散在して出土した。

1 から 14は杯である 。 このうち 4 と 5 は酸化焔焼成の須恵器であろうか。 13 と 14は黒色処理が施され

ている。 5 の杯底部外面には 「腐片口j の盛替と焼成後線刻で fx J が書かれている。 なお.墨書と線

刻との関係は.重なり合う部分がないため不明である。 10には胴部外商に「中」 と恩われる盛啓文字が

12の胴部外国には 「天J の焼成後線刻がみられる。 fx J f天J の文字 記号は前回調査でも出土してお

り. f x J で合計 9 点 「天」 で合計 6 点 (畠跡 3 出土資料含む) の出土となった。 白から 19までは土師

器斐である。 15 と 1 7にはススの付着が認められる。 本跡の造物出土傾向は.D ∞4とは異なり散在し

た状態での出土であった。 また 遺物の年代についても若干の時間隔が認められ，遺構廃絶後土砂の堆

積過程で遺物が投げ捨てられたものと考えられる。

所見 遺構の検出位置が砂丘帯縁辺部の低地部に近いところであること，断面形態が漏斗状をなすことから。

本跡は井戸であった可能性が高い。 遺物の出土傾向をみると下層から 8世紀後半のものが，上層から 9

世紀前半の資料が出土しており，本跡が 8 世紀後半から 9 世紀前半にかけて埋没したことを示している。

なお，本跡よりも新しいU -051は畠跡 3 に属している 。

D-006 (第 II図，第 l 表.図版 4 ) 

位置 12G-12-2 

重複関係 U -057よりも古い

主軸方向 N-O ・

規模と平面形 2.45m x 232mの円形である。 深さは88cmである 。

壁外傾しながら大きく立ち上がる。

底面漏斗状に窪んだ円形で 中央部分が30cmほどピット状に一段深くなっている。

覆土 黒褐色土からなり.下層部はやや黄色味がかっ ている 。 堆積状況はレンズ状を呈している。

遺物 覆土内から散在して出土した。

l は灰勅陶器長類蜜である。 頭部から肩部にかけて灰紬が施されている。 2 から 5 は土師器町、である。

このうち 2 と 5 には黒色処理が施されている。 また. 5 は高台付である。 6 は須恵器甑の底部である。

7 は古墳時代前期の土師器高杯の脚部で。外而が赤彩されている。 8 は土製の紡錘車で守土器等の転用

ではなく当初より紡錘車として製作されたものである。 なお 軸受け部が表裏両側とも摩滅している。

9 は軽石で 2 か所で摩耗痕が認められる。 本跡地、ら出土した遺物は遺存率の低いものが多く，出土状況

も散在的である 。 このことから，これらは遺構埋没過程で混入したものと考えられる 。

所見・遺構の検出位置が砂丘帯縁辺部の低地部に近いところであること 断面形態が漏斗状をなすことから，

本跡は井戸であった可能性が高い。 詳細な時期がわかる資料は少ないが.概ね 9 世紀後半の遺構であろ

13 
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う 。 なお，本跡よりも新しい U -057は畠跡 3 に属している。

)~ 

。 (1/4) 
z 

1 00刷

5倒防

D-007 (第 8 図)

位置。 12G - 2-22， 12G-2-23 

重複関係 U -051. U -079よりも古い

主軸方向 N- 6 ・ -E

規模と平面形 。 ( l.84m ) x ü.68m ) の楕円形が推定される。 深さはl&mである 。

壁外傾しながら緩やかに立ち上がる。

底面 皿状に窪んだ円形である。

覆土暗褐色土

遺物 土師器細片が僅かに出土したが図示可能なものはなかっ た。

15 



所見 U-051. U-079は畠跡 3 に属している畝状遺構である。 本土坑はこれらよりも古いものであると考

えられる。 詳細な時期や性格については不明である 。

0-008 (第 8 図)

位置 12G-1l-5 

重複関係 0-010と切り合うが新1日関係は不明

主軸方向 N -35・ -w

規模と平面形 2.78m x 2.38mの楕円形である。 深さは18c皿である。

壁外傾しながら緩やかに立ち上がる。

底面 皿状に窪んだ円形で。南側に深さ 12cmの小ピ ッ トを伴う 。

覆土賞褐色土

遺物なし

所見 詳細な時期や性格については不明である。

0-009 (第 8 図)

位置 12G-1l-5 

重複関係 0 - 010と切り合うが新旧関係は不明

主軸方向 。 N -27。 ー E

規模と平面形 l.80m x l.34mの楕円形である。 深さは10叩である。

壁外傾しながら緩やかに立ち上がる。

底面皿状に窪んだ円形で 中央やや南側に深さlOcmの小ピ ッ トを伴う 。

覆土黄褐色土

遺物なし

所見 詳細な時期や性格については不明である。

D-010 (第 8 図)

位置 12G-1l-5 

重複関係 D ∞8. 0 ∞9と切り 合うが新旧関係は不明

主軸方向 N -610 ー E

規模と平面形 1.18m x 1.02mの円形である。 深さは 10c皿である 。

壁.外傾しながら緩やかに立ち上がる。

底面 皿状に窪んだ円形である。

覆土賞褐色土

遺物なし

所見詳細な時期や性格については不明である。

16 



2 畠跡

畠跡としたものには。畝状遺構79条。構 9 条。ピ ッ ト列 l 条を含んでいる。 発掘調査段階では畝状遺構. 1蒋，

ピ γ ト 91Jそれぞれに遺構番号を付けて。単独の遺構として調査を実施した。 ここでは これら遺構の方向性

や規綴.新旧関係を参考に 7 か所の畠跡に再分類して記述することとした。 なお，畠跡 5 は畠跡 1 から 4 の

分類作業において帰属を明らかにすることができなかったもので.畠跡 6 と 7 は調査区の束寄りと西寄りの

狭い範聞から検出されたものであったため。 一括して図示 ・ 記述する こととした。

畠跡 1 (第 12図. 第 2 表)

位低 12G - 12 ー 1 - 12G ー 12-4 

構成遺構 U -017. 023. 054. 056. 065. 067. 072. 073. M -010 

重複関係 U -023< U -020. 022. 026/ U -054< U -055/ U -056< U -052. 057. 068. 069. 070/ 

U -065<U -057. 074/ U -067<U -068. 069. 070/ U -072く U-055.071 /

M-010<U -055. 057/ 

主軸方向。 N -650 -90。 ー E

規僕と平面形長さ0.8m-15m 深さ IOcm-12cmを測る 。

遺物:なし

所見 本跡は 切り合い関係から畠跡 2 ・ 3 ・ 4 よりも古いものと考えられる。 また。 D-∞4よりも古い

段階の品跡 2 よりもさらに先行することから D-∞4の年代である 9 世紀後半以前の所産と考えられ

る。 なお、 M -010'立構の方向性を共有しているものの。規模では隔が最大 3mあることなどから，畠

を区画する溝または通路であった可能性も考えられる。

品跡 2 (第13 . 19図。第 1 . 2 表)

位置 12G-12-2-12G-12-5 

情成遺締ー U-∞1 ∞6. 007 ∞8 ∞9. 011. 013. 015. 018. 021. 022. 025. 028. 029. 031. 034 

037. 039. 040. 041. 042. 043. 052. 074. 075 

m複関係 U-006く U- 012. 024. D-003/ U-007<U-012/ U-008<U-012/ U-009<U-005/ 

U -011 <U ∞3 / U-013<U-024 / U-015<U-∞4 / U -018<U -024 / 

U-021<U -019 / U -023く U-022<U -027 / U -031 <U -032 / U -034<U -032. 036/ 

U -037<U -032 / U -039<D-∞4. M -∞3 / U -040<M -004 / U -042<M -003. ∞4 / 

U -056< U -052<U -051 / U -065< U -074 / 

主軸方向 N-5 ・ - 0 ・ -w

規模と平面形長さ IOm-8.5m. 深さ IOcm-18cmを測る。

遺物 奈良 ・ 平安時代の土師器と須恵器が小破片ながら多量に出土している。 図示可能なものは 4 点のみで

あっ た。 l か ら 3 は土師器杯である。 I は内面が黒色処理されている。 また，底面は人為的に破凱させ

られている。 3 の外商底部には墨痕が認められるが文字等は判別できない。 4 は古噴時代の高杯脚部

で，摩耗が著しい。

所見本跡はt 切り合い関係から畠跡 1 よりも新しく，品 3 ・ 4. D -∞3. ∞4よりも古いものと考えられる。

D ∞4の年代である 9世紀後半以前の所産と考えられる。

17 
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畠跡 3 (第14 ・ 19図.第 1 ・ 2 表)

位世 12G -12 -2-12G ー 12-5 

構成遺構 U ∞3. ∞4. ∞5. 010. 019. 020. 026. 027. 051. 053. 055. 057. 068. 069. 070. 071. 079 

重複関係 U -011 < U -003 / U -015< U -004< U -024. 030. 032. 033 / 

U-∞9< U -005<U -012. 024. D ∞3 / U -010<U -012 / U -021<U -019 / 

U -023< U -020 ! U -023< U -026 / U -022< U -027 / D -005. 007. U -052< U -051 / 

U -054. 072. M-∞8. 010< U -055 / U -056. 065. D ∞6. M -OIO<U -057 / 

U -056. 067< U -068/ U -056. 067< U -069 / U -056. 067. 073< U -070 ! 

U -072<U -071 ! D ∞7< U -079/ 

主軸方向 N -100-150-W  

規模と平面形長さ 2 m-13.7m 深さ IOcm-20cmを測る。

遺物 U -010を中心に.奈良・平安時代の土師様と須店、器が小破片ながら多く出土している。 図示可能な

ものは 9 点であった。 5 から 7 は土師器杯である。 6 の外面胴部には墨書で「天」の文字が認められる。

8 は輩。 9 と 10は土師器受である。 11は軽石で両側面が研磨され摩耗している。 12 と 13は須悲器賓の破

片を再利用した砥石である 。 12は先端部のみ使用しであり 13は全面を使用している。

所見本跡は切り合い関係から畠跡 1 ・ 2. D -∞5. ∞6よりも新しく，畠 4 . D -∞3よりも古いものと

考えられる 。 D ∞6の年代である 9 世紀後半以降の所産と考えられる 。

畠跡 4 (第15' 19図，第 1 . 2 表)

位置 12G-12 -3-12G -13-1 

構成遺情。 U -012. 024. 030. 032. 033ω035. 038 

重複関係 U-∞5. ∞6. ∞7. ∞8. 01O<U-012<U-014/ U ∞4. ∞5. ∞6. 013. 018< U -024 / 

U-∞4< U -030くM-∞3. ∞4 / U ー ω4. 031. 034. 037< U -032 / U -∞4< U -033 / 

U-038<M ∞3 / 

主軸方向 N -80・ _900
- E 

規模と平面形 I 長さ4.5m-24.3 m. 深さ 18cm-30c皿を測る 。

遺物 奈良 ・ 平安時代の土師器と須恵器の小破片が若干出土している。 図示可能なものは 3 点のみであった。

14は土師器杯で 15は土師器賓の口縁部である。 16は U -030から出土した新党永通宝当四銭である。

明和六(J769) 年の初鋳である。

所見 本跡は 切り合い関係から畠跡 1 . 2 ・ 3 よりも新しく. M-∞3. ∞4よりも古いものと考えられる。

M-∞3は中世のものと考えられ畠 4 は中世以前と推定される。 なお、江戸期の銭貨が出土しているが。

ほかに中世以降の遺物は認められず。混入品と考えるのが妥当であろう 。

畠跡 5 (第16 ・ 19図，第 1 . 2 表)

位位 12G - 12 ー 1 - 12G ー 12-5

情成遺構 U ∞2. 014. 016. 036. M-∞4 ∞7. ∞8 

重視関係白 U-016< U-002/ U-012<U-014/ U-034<U-036/ U-030. 040. 042<M-004/ 

M-008く U -055 

規模と平而形長さ2.0m-IO.0m を測る。
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遺物 出土遺物はすべて奈良・平安時代の土師器と須恵器の小破片であった。 図示可能なものは 2 点のみで

あった。 図示したものはいずれも U -036から出土したもので，土師器杯である。

所見 畠跡 5 は畠跡 1 - 4 の分別作業において 帰属を明らかにすることができなかったものを集めた。 形

態的にも M-∞8のように大きく湾曲するものもあか品跡と断定できないものも含まれる。

畠跡 6 (第 17 ・ 19図.第 1 ・ 2 表)

位置 12G -13-1-12G -13-2 

構成遺構 U -044. 045. ω6. 047. 048. 似9. 050. 058. 059. 郎O.ω6. M -∞1 ∞2. 005. ∞6 

重複関係。 U-044. 045くM-002 / U -048<M-005 / U -066<M-006 

主軸方向 N-8 ・ -20。 ー E. N- 8Q・ -w

規模と平面形長さ2.0m- 18.5m. 深さ 10cm-18cm を測る。

遺物 出土造物は奈良 ・平安時代の土師器と須恵器の小破片が主体を占めているが. M-∞1.∞5. ∞6か

らは瀬戸・美濃系の陶器片も出土している。 図示可能なものは 2 点のみで，いずれもM-∞6からの出

土である。 19は須恵器長頭登の頭部で. 20は砥石である。 この砥石は 長方形をなしていたものが破倒

したもので， 外面には鉄錆の付着が認められる。

所見 畠跡 6 としてまとめたものには. 南北方向を指向するグループと東西方向を指向するグループの 2 グ

Jレープがある。 これら 2 グループの切り合い関係をみると南北方向のものが東西方向のものより先行す

ることがわかる。 時期的には東西方向のグループには近世陶磁器が若干伴うことから.近世の所産と考

えられ。南北方向のグループはそれ以前のものといえよう 。 なお ピ ッ ト列は方向性がU 一例4と共通

することからこれに伴う柵列と考えられる。 また.ピット列と U-似4との間にある小ピット 2 基もこ

れらの遺構に伴うものと考えられる。

畠跡 7 (第 18図)

位置 12G -11-3-12G -11-5 

構成遺構 U -061. 062. 063 飴4. 076. 077. 078. M-∞9 

重複関係なし

主軸方向 N -100-150-W  

規模と平面形長さ 1.0m -3.7m を測る 。

造物 出土遺物は少なく. M-∞9から奈良・平安時代の土師器細片が若干出土したのみである。

所見 畠跡 7 のうち U -061 と 062については，東総文化財センタ ー調査部分において中世構 16として報告さ

れたものと同ーのものであり. 15世紀前半の年代観が与えられている。 それ以外の遺構は奈良 ・ 平安時

代の遺構として報告されたものと同一である。 なお。後述のM-∞3とは方向性を共有しており i 溝聞

の距離は約65mである 。
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3 . 梓

溝は全部で10条検出された。 このうちM ∞3を除く 9 条の構については，畠跡に伴う畝状遺構と方向性・

間隔・規模 形態 新旧関係等が共通していることから畠跡の一部と考え.それぞれの畠跡の項目において

記述をおこなった。 このため本項では時期的にも異なるM-∞3のみについて記述する。

M-∞3 (第20悶，第 l 表)

位置 12G-2-25. 12G-12-5. 12G-12-10 

重複関係 U -030. U -038. U -039. U -042. 0 ∞4よりも新しい

主軸方向 N-5 ・ - w

規模と平面形 幅1.3- 1.6m 長さ 15.8mでほぼ直線を呈している。 深さは 12-28cmで，底面は南から北に向

かつて傾斜している。

援穏やかに外傾して立ち上がり 断面はU字型を呈する。

稜土 黒色土が主体で 下部では海性砂が斑点状に混入する。 自然堆積の様相を示している。

遺物 古墳時代. 奈良・平安時代土師器。須恵器が主体をなすが，ごく僅かに中世陶器を含んでいる。

1 は土師骨量杯で底部外面に 「働」の墨書が認められる。 2 は常滑窯の~で。スタンプ文がみられる。

3 は内耳鍋であろうか。 胎土には白色砂粒子と雲母を多〈含み， 内面にはコゲが認められる。

所見 本跡は他の遺構との切り合い関係や出土遺物の状況から，中世の所産と考えられる。 なお 畠跡 7 で

述べた U.-061 と 062 (束総中世溝16) とは方向性を共有している。

4 グリ ッ ド出土造物

グリ ッ ドからは先述の縄文土器 (第 6 図) のほか.古墳時代から近世に至るまでの糠々な遺物が出土して

いる。 全体としては細片が多く.図示可能なものは 8 点であった (第21図。第 l 表) 。

1 から 3 はロクロ成形の土師器杯である。 このうち 2 と 3 は内面が黒色処理されている。 3 はほぼ完形で

あることから.本来は何らかの遺構に伴っ ていた可能性が高い。 4 は須恵器長顕蛮で， 府が張った形態であ

る。 5 と 6 は土師器斐であるが使用に伴うススの付着などは確認できない。 7 は中空の土製支脚である。

外商は被熱により還元化している。 また，内面には粘土積み上げ痕が明瞭に残っている。 なお ， 今回の調査

範囲では竪穴住居跡は検出されなかったが。財団法人東総文化財センター調査分において奈良 ・ 平安時代の

住居跡が l 軒検出されている。 8 は新党永通宝である。 形態 ・ 文字の特徴から元文期(1736- 1 74 1年) 鋳迭

の山城横大路銭と考えられる。
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第 3 章 まとめ

今回の調査で検出された遺構・遺物はI 縄文時代.古墳時代。奈良・平安時代.中世。近世の各時代のも

のであった。 このうち縄文時代は遺物のみの出土であった。 時期的には縄文時代後期前半の堀之内式から加

曽利B式期に該当する。 中島遺跡の過去 2 圃の調査では.遺構としては後期初頭の称名寺式期の土坑が u毒

検出されたほか，中期加曽利E式から後期末葉の安行式期の土器が出土しているが，主体となっているのは

称名寺式から加曽干IJB 式のものである。 周辺遺跡に目を転じると，栗山川を挟んで両岸に展開する芝崎遺跡

や古川新田低地遺跡では。中期阿玉台式から晩期荒海式期まで幅広い時期のものが出土しているが。やはり

主体となっているのは後期の堀之内式と加曽利B式のものである。 また，中島遺跡と同様な砂丘帯上に立地

する三反田遺跡や弥平野遺跡でも 三反田遺跡では堀之内 l 式を 1 弥平野遺跡では加曽利B式を中心とした

遺物が出土している。

これら一連の遺跡における遺物出土傾向から。九十九里平野最奥部に形成された砂丘帯上に人々が積極的

に進出したのは。縄文時代後期前半の段階になってからであったことが窺える。 また。明確な遺構をほとん

ど残さず，出土する土器も粗製の深鉢が主体となっていることから 集落としての利用を考えるよりも漁労

などの生産活動に力点を置いた遺跡であった可能性が高いものと判断されよう 。 近年，印西市西根遺跡など

低地部での縄文時代遺跡の調査事例が増加しているが，それらの多くが中島遺跡と同様に縄文時代後期前半

期に属しており。粗製深鉢土器が卓越する傾向や明確な遺構が認められない状況など共通点も多い。 今後当

該時期における低地部の土地利用 生産形態などの解明が期待される。

弥生 古墳時代の遺物は極めて少なし弥生時代に関しては前回調査で有角石器が 1 点出土したのみであ

る。 また 古墳時代の遺物に関しでも出土した土器類は著しく摩耗したものが多い0・ 縄文時代後期に中島遺

跡の土地利用が本格化しつつも.弥生・古墳時代には低調となった理由は何か。 その理由の l つに生業形態

の変化や周辺環境の変化などが考えられるが，芝崎遺跡等の周辺遺跡における変化をも視野に入れた考察が

必要となろう 。

本遺跡で最も遺構密度の波くなる時期が奈良平安時代である。 今回の調査では，土坑10基 畠跡 7 か所

(畝状遺構。構等含む) が検出された。 土坑では遺物を伴う 3 基について。ある程度の時期が推定できた。

時代の古い順に D -005が 8世紀後半- 9 世紀前半. D -004. 006が 9 世紀後半と考えられる。 これら 3 基

の土坑については 平面形態が円形で断面形が漏斗状をなしていることから 井戸の可能性を指摘した。 こ

れまでの調査では，底面に井桁を設けた井戸が 1 基検出されているが， 今回検出された土坑には井桁の痕跡

は認められなかった。 ただし D-∞6のように底面が 1 段円形に掘り窪められた ものもあり 曲物などを

底面に設置していた可能性はある。 つぎに土坑出土の遺物について見ると白 D ∞5. ∞6については出土位

置が散在的であり。時期幅も広い傾向が認められる。 このことから D-∞5. ∞6の 2 基では埋没過程におい

て不用となった土器類を投棄していった様子が復元できる。 これに対して D-∞4の遺物出土状況は他とは

異なか底面付近からまとま っ て出土しており， 一括した廃棄が想定される。 また，出土した遺物に関しで

も 「子山 J r小川 J r億 J r公J などの盛舎を伴っており。 一括廃棄の理由に祭記的な意味合いが含まれてい

た可能性も指摘できる。 なお D -∞4. ∞5の土師器材;には故意に口縁部や底部を打ち欠いたような痕跡の

見られるものが多い。 近年。打ち欠き痕を持つ土器について。祭杷に{半う遺物であるとの指摘がなされてい

る 。 中島遺跡出土のこれら土器群がどのような意味を持つものであっ たのか 今後類似資料の増加による解
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明が期待される。

このほかの検出遺構で注目されるのが，畠に関連する遺栴である。 多数検出された小規模な溝の性格につ

いては，堆積土が単一であること。溝の立ち上がりが急であることなどから畠に伴う耕作痕と考えるのが適

当であろう 。 これら小規模溝は方向性や長さ， 切り合い関係から 7 か所の畠跡に分別できた。 このうち畠 6

と 7 については調査区が単独で狭くなった部分に相当するため一括とし畠 5 は畠 1-4 に分別した調査区

において，時期認定ができなかったものをまとめである。 このため同一時期の畠遺構と認識できるのものは

畠 1 - 4 の 4遺構であった。 この畠 1-4 については土坑との切り合い関係から 畠 l が9 世紀後半以前で

畠 2 よりも古く 畠 2 が 9世紀後半以前.畠 3 が9 世紀後半以降，品 4 が中世以前の所産と推定される。 前

固までの調査では. 8 世紀後半代に畠が出現し. 9 世紀後半-10世紀前半においては遺跡西側で掘立柱建物

群が。東側で畠が展開していた景観が明らかとなっている。 今回の関査でもその傾向を追認することができ

た。 なお，掘立柱建物群の性格については。周辺に竪穴住居が無いこと，緑粕陶器などの施糊陶器が多く出

土したことなどから， 一般集落に伴う掘立柱建物ではなく，官術的な施設であった可能性が指摘されている。

今回の調査では官街であったことを推定する資料は得られなかった。 また，晶として使用されていた区域と

掘立柱建物群の区域とは交錯することがないことから. r中島」 という周囲を低湿地に囲まれた狭い範囲に

おいて，自己完結的に同時存在していたものといえよう 。

近年県内では.木更津市高部30号・ 32号噴墳丘下から検出された弥生時代後期末から古墳時代初頭のもの

を最古としてI 畠跡の検出事例が増加しつつある。 しかしながら，中島遺跡や近接する芝崎遺跡のように広

範囲に展開オる畠跡を検出した事例は存在しない。 芝崎遺跡では 8世紀初頭から竪穴住居周辺部で畠を開

墾し始め. 8 世紀後半から 10世紀前半にかけて耕地面積を拡大し.11世紀前半には終息を迎えるという変遷

を示している。 この変遷過程は，先に述べた中島遺跡と共通するものである。 また 芝崎遺跡での畝状遺構

の方向性は それぞれ一定の区画を意識して作られており，条里的な土地区画の影響も指摘される。 このよ

うな畠跡の出現は.ただちに畑作に依存した生産形態を復元することは危険であるものの， 何らかの行政的

施策を反映しているものと考えるのが自然であろう 。 とは言え，中島遺跡，芝崎遺跡における砂丘帯という

限られた可耕地に対する住居域と畠域との空間利用のあり方を考えると.やはりこれら畠跡は大規模畑作農

業を想定するよりも，集落各戸に付属した晶であったと考えた方が良いように恩われる。

中世の中島遺跡では西側に周囲に溝を巡らした居館があり.東側では南北方向の溝が62-65m間隔で検出

されている。 今回検出されたM ∞3についても方向性や規模が共通しており.砂丘帯を区切る区画溝であ

った可能性が高い。
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佐藤甲二 2∞o r畑跡の耕作痕に関する問題点と今後の課題J rはたけの考古学』 日本考古学協会

西原崇浩 2∞2 r高部古噴群リ木更津市教育委員会

31 



第 1 表 遺物観察表

D -∞4 

番号 組顛 器僅

l 灰軸同器 "頭登
2 灰納陶器 長劃蜜

3 土師器 呼

4 ロ クロ土師器 杯

5 ロ P ロ土師器 坪

6 ロタロ土師器 時

7 ロクロ土師器 高台付急不

8 ロクロ土師器 呼

9 ロクロ土師器 E苓

10 土師器 主本

11 須恵器 受

12 土師器 受

D -∞5 

番号 種鏑 2差値

1 土銅器 呼

2 ロクロ土師器 主事

3 ロクロ土師器 係

4 ロクロ土師器 急不

5 ロクロ土師器 時

6 ロ P ロ土師器 t事

7 ロク E土師器 生不

8 ロクロ土師器 t不

9 ロクロ土師器 t不

10 ロ P ロ土師器 主不

11 ロタロ士師器 高台付坪

12 土師器 Z不

13 ロクロ土師器 2不

14 ロヲロ土師器 高台付坪

15 土師器 .. 
16 土師器 蔓

17 土師器 .. 
l' 土師鎗 '陸

19 土師器 .. 
D 一目指

番号 種領 器機

阪軸陶器 長類愛

2 ロクロ土師器 S不

3 ロクロ土師器 郎

4 ロヲロ土師器 係

5 ロクロ土師器 高台付郎

6 須恵器 眠

7 土鯖器 高S不

8 土師器 紡錘司区

9 経石

32 

( )は祖元薗

温存%度 口径 器高

20 (11.6) 

鈎 (11.3) 

ω 11.6 42 

鈎 14.4 42 

9崎 12.4 4.1 

初 0.1> 

初 (2.1> 

5 {12.0) ,. 
お (]3.8) 3.7 

初 (lJ.J) 4.1 
5 (お.0) (3.4} 

5 (I72) (62) 

遺存%度 口径 器高

25 02.41 (3D) 

割3 11.4 36 

., (11.-4) (14) 
ω 12.4 43 

初 112 7.0 

10 (132) (2.9) 

10 01.0) (2.7) 

15 (11.8) 4.0 

5 (9.8) (3.7) 

10 (11.6) (33) 

95 ¥0.0 4.6 

5 

25 (2.5) 

10 (2.4) 

5 (16.0) (3.2) 

10 04.6) (4.4) 

10 (142) (5.6) 

30 (17.4) (8.8) 

10 (9.7) 

温存%度 口径 器商

4<I (8.0) 

加 04.6) (3.4) 

15 03.0) (3.1) 

., (22) 

., (2.J) 

5 

5 (3.2) 

回 外径" 制径 12

13.0g 長径阜l 短径 42

く 〉は残存値

底径 h合 土 外商色調 底都圏整 靖ミ影等 使用状現 備 考

白色粒子鳳色粒子 灰オリプ 外灰柏

白色睦子黒色粒子 禍灰色 外灰粕

" 
白色佐子黒色粒子 にぷい事禍色 底部打ち欠き

外底曇規、内底蝿書

「子口J

6.1 
白色桂子樺色位子

にぷい指禍色
回転糸切りー

口雄打ち欠き 内舛底墨膏 「子山J
骨S十 へラケズリ

60 
白色桂子赤色粒子

にぷい喧楢色
回転舟切り4 外底体畳嘗「小Hl J

骨a十 ヘラ ケズリ 「憧 'J
白色粒子様色位子

回転..切りー
6.0 雲母黒色粒子骨 にぷい買値色

へラケズリ 内外底墨・ 同lllJ
針

72 
白色睦子胤色誼子

にぷい賞置色 貼付高台 内燃 外鹿島書 「子山」
石英

{6.0} 
白色粒子 #色桂子

にぷい笹色
骨aト

(8.0) 
白色粒子赤色栓子

原賀褐色 ヘラケズリ 内鳥 外・口栂剥落
骨S十 石英?

(5.8) 白色粒子赤色誼子 にぷい事褐色 へラケズリ 内鳳

白色粒子車色誼子 灰縄色

白色佐子和色位子 にぷい褐色

底径 胎 土 外面色簡 底部銅銭 赤軍切号事 使用状況 備 考

白色粒子赤色粒子
にぷい帯禍色

"" 
" 

白色粒子赤色位子
にぷい笹色 へラケズリ 口緑打ち欠き

胤色佐子雲母

白色佐子 暗号色粒子
にぷい橿色

書母闇色位子

70 
白色粒子赤色位子

灰賀褐色
回転品切り『

口緑打ち欠き
S臨母 ヘラケズリ

4.6 白色笹子 ..色佐子 にぷい慣色
静止糸切りー

口揖打ち欠き
外底墨書 「属片口J、

へラ ケズリ 観刻 r^ J 
白色粒子黒色睦子

にぶい費檀色
泊、色絵子

白色佐子胤色粒子
にぷい前置色

赤色粒子

(82) 
白色粒子弟色桂子

にぷい笹色 へラケズリ
.母

白色敏子赤色舵子

骨針
灰費褐色

白色佐子赤色桂子
に』品、笹色 界体墨書 「中古J

.母

" 白色佐子黒色粒子 にぶい赤褐色 貼付高白 ロ緑打ち欠き

白色粒子藤色敏子
にぷい褐色 外体棟割 「天」." 

(8.0) 
白色桂子関色粒子

慣色 ヘラケズリ 内閣
赤色佐子

(8.0) 
白色粒子藤色粒子

にぷい栂色 貼付高台 内問." 
自色粒子和色粒子

にぷい赤褐色 外口緑スス." 
白色位子 劫褐色

白色桂子雲母? にぷい赤褐色 内ロ縁スス

白色枝子骨針 赤褐色

(9.4) 
白色粒子事色瞳子

灰禍色 ヘラケズリ
811�:? 

届長径 胎 土 外面色筒 底省高調.. 赤彩等 使用状況 鋪 当帳

白色綾子 灰縄色 外灰織

白色誼子 捕縄色 内外胤

白色住子葬色粒子
にぷい置色

鳳色粒子

(6.4) 書母 ..色粒子 に』旬、賞禍色 回転糸切り 内外スス

7.4 
白色粒子 暗号色粒子

原賀褐色
回転糸切り

内胤." 貼付高台

白色桂子 灰1<色

白色桂子胤色粒子
にぷい費橿色 外赤 破断面噂植

石英

厚 12 白色笹子 にぶい賀恒色 紬都庫健

厚 33 帽面摩耗



畠跡

番号 種期 器橿 温存%度 口径 醤高

土師器 界 5J) 11.9 42 

2 ロクロ土師器 界 70 (&8) 42 

3 ロクロ土師器 持 5 

4 土..器 荷停 30 (6.0) 

5 ロクロ土師器 年 20 (13.6) (4.0) 

6 ロクロ土師器 珂: ω (4.4) 

7 ロクロ土師器 E干 10 (12.8) 4J 

8 ロクロ土師器 筆 10 (7.0) (2,0) 

9 土傷器 受 5 (21.0) (3.6) 

10 土飯器 !l お (14.4) (7.3) 

11 鰻石 13.2g 長径 4.7 短径 17

12 転用砥石 須恵器吏 長径 5.7 短径"
13 転用自民石 規軍器聾 長径 83 姫僅 61

14 ロクロ土師器 係 20 00.4) 3.6 

15 土..器 受 5 

16 銭貨 寛永通宝 1∞ 外径，. 内郭 0.6

17 土筒器 珂: 15 (12.7) (32) 

18 ロクロ土師器 呼 鈎 (11.2) 32 

19 須恵器 長瀬登 5 (5.0) 

20 低石 22.1g 長径 3.6 観筏 22

グリッド

司E号 種煩 罷Il 遺存%度 口径 器高

ロクロ土師器 t不 15 (13.8) 52 

2 ロクロ土師器 坪 5 (11.6) 38 

3 ロクロ土師器 珂: 99 11.4 4.5 

4 須恵器 長要質量 10 (3.4) 

5 土師器 !l 25 (20.8) (11.3) 

6 土師器

'" 
10 (19.8) (8.3) 

7 土製品 支駒 初 02,6) (7.0) 

8 銀貨 寛永通宝 割3 外後 2.4 内$6 0.7

'"径 胎 土 外面色簡

7.7 白色粒子雲母 灰悔色

6.0 
白色粒子黒色粧子

にぷい世色... 
黒色粒子帯色枝子 に..ぃ置色

白色粒子 にぷい黄笹色

白色粒子赤色也子
にぷい世色" .. 

(7.4) 
白色栓子 居眠色位子

灰慣褐色
雲母

(&6) 白色桂子 .母 にぷい賀笹色

白色粒子閣色佐子
』ニぷい世色

雲ll/

白色枝子鼎1色枝子
』ニぷい黄笹色

暗号色粒子 書母

白色桂子雲母 にぷい草.制色

rr. 2.6 
厚 0.9 白色桂子骨針 灰褐色

厚 12 白色位子 灰褐色

(7.8) 白色粒子 にぷい褐色

白色粒子 赤色位子 にぷい恒色

LJ 1.0 
白色粒子 阪貿褐色

(6.0) 白色粒子骨針 に.ð;~‘事禍色

白色粒子 灰白色

厚 22

白色綾子 ... 

M長径 胎 土 外面色嗣

(JO.2) 黒色粒子白色粧子 にぷい慣色

(821 白色佐子 灰禍色.. 白色粒子赤色位子
にÆ~'揖色

.11奪

白色佐子 灰色

白色粒子 に』旬、賞禍色

白色粒子骨針黒
明牢褐色

色粒子 赤色位子

白色柱子 樋灰色

l事 0.5

底脅事飼盤 8ド彩等

ヘラケズリ 内，.

へラケズリ

回転品切り

静止晶切町ー

へラケズリ

へヲケズリ

回転糸切り『

へラケズリ

ヘヲケズリ

内灰糊

底部閉藍 赤影等

へヲケズリ

ヘヲケズリ 内隠

静止"切りー
内胤

ヘラケズリ

使用状況

底部打ち欠き

破断面晒械

内面スス

開面摩耗

破断面摩耗

破断面摩耗

外面鉄輔

使糊状況

内面スス

外国還元化

備 考

外底墨書「口」

外体墨嘗「実』

明事I六年鏑当四揖

備考

外底.. r悌j

網 考

元文樹山域慣大略

銀

33 



第 2表畠跡新旧関係表

畠跡 1

18 110.1 

U -017 

U -0珂

U 品4

U -056 

U 国S

畠跡 2

悶 畠跡 2

U 田1

U-ぽ16

U 田7

U-008 

Uα19 

U -011 

U-013 

U-015 

U-018 

U 一回l

U-皿3 Uα22 

U 田5

U -0詔

畠跡3
1日 品質事 3

U -011 U-曲3

U -015 U 冊4

U-ぼ19 U 田5

U-0I0 

U 凹l U -019 

U -023 U -0由

U -023 Uα!6 

U 田2 U 田7

U-白2. DO田曲7 U 一面1

畠跡 4
旧 畠. 4

U-倒J5. 飢渇. 曲7. 飢渇. 010 U -012 

U-曲4. 田5. 目見 013. 018 U 田4

U-叫4 U -030 

U -叩4. 031. 034. 回7 U-o担

品跡 5
l日 61民事 5

U-OI6 U 似l2

U -012 U-014 

U-016 

| U-曲4 lU 蜘

畠跡6
l臼 �.6 

U -044 

U 倒5

U -046 

U -047 

U-但8

U -049 

U - 0田

U -058 

34 

新

u - 0叩 022. 0苗

U 国5

U-白2 白7 凪&曲9 町O

U-057, 074 

'時

U -012. 田4 . D岨3

U -012 

U -012 

UαJ5 

U-叩3

U -024 

U 田4

U-田4

U -019 

U 田7

新

U-田4. 0却 O担田3

U -012. 024. D-003 

U-OI2 

新

U -014 

M 一回3咽庇M

8荷

Uαl2 

S析

Mαn 

M-似l2

M 倒J5

!日

i日

U-ぽ副6

U 曲5

l日

M 町店 010. U 田4. 072 

M-OlO, u-民活.国5. DO(渇

U 伎訓6 曲7

U -0団。国7

U-伎訓6 師7. 073 

U -072 

ひ岨7

18 

U 帥4

l日

U -030. 040 刷2

18 

U 倒4 刷5

U-048 

U-低調6

61.1 2荷

U 国7 I U 僚主8 脱税前O

Uー町2 I 1ト4目。0η

U -0ηl 

M-O叩 Uー田5. 057 

IÐ跡 2 新

U-田9

U 一回l U 田2

U 回4 U -田2. 036 

U 田7 U-田2

U-田9 DO刷. M-田3

U-040 M 田4

U-制l

U-刷2 M-曲3. 田4

U-043 

U-α;z U 一回l

U-074 

U-凹5

畠跡 3 店青

U 田3

U 伍5

U 国7

U -068 

U 冊9

U-町O

U -071 

U -079. 

�.4 ，蔚

U 一回3

U -005 

U-回8 M-曲3

4首 .5 新

M -帥4

M 即7

M-008 U-田S

俗画事 6 g時

U-曲9

U -0回

U-悦;6 M-α16 

M 一回1

M一回2

M-田5

M ぽ16
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2砲

主な時代

縄文時代
奈良・平安時代

遺跡番号

山士セ 249 

主な遺構

品跡 7 か所

土坑 10基

構 10条

北緯 東経
。，. 。，.

調査期間

35・ 1400 20C焔1010-

40' 初' 2匹目1214

ア 7" 

主な遺物

縄文土器

土師器須恵器・石製品

調査面積d 調査原因

本調査 IC周辺整備事業

上層 1.416rrl 

特記事項

広範囲に展開する古代の畠跡を

検出 Lた。

中島遺跡は 九十九里平野最奥部栗山川左岸の砂帯上に立地している。 標高は約4.5mである。 調査で

は 8世紀後半- 9世紀桂半にかけての井戸と思われる土坑を検出したほか これら土坑と前後する時期の畠

要 約 |跡を 7 か所検出した。 遺物では砂帯形成時期を知る上で貴重な縄文後期の土器や士坑に伴う 「子山」 などの
墨嘗土器が多数出土したことが注目される。 なお，本遺跡は今回を含め 3 回におよぶ発掘調査が実施され

遺跡の 8割近くを調査したこととなり 低地遺跡の貴重な資料と言える。
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